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児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
を
し
な
い
と
６
月

以
降
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

対
象
者
に
は
事
前
に
現
況
届
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
受
付
日
時
と
会
場
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
地
区
ご
と

に
割
り
当
て
た
受
付
日
時
に
都
合

の
つ
か
な
い
方
は
、
６
月
29
日
㈮

ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

山
形
福
祉
室
の
窓
口
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
を
す
る
際
は
、
次
の
も

の
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

①
現
況
届
（
受
け
付
け
に
必
要
で

　

す
の
で
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
）

②
印
鑑

受付日時 対象地区 受付会場
６月14日㈭　９時～16時 小久慈、大川目

市役所１階
市民ホール

６月15日㈮　９時～16時 宇部、侍浜、山根

６月18日㈪　９時～16時 長内、夏井

６月19日㈫　９時～16時 久慈

６月20日㈬　９時～16時 山形 山形総合支所
研修室

＜現況届の受付日時・会場＞ ③
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
受
給

者
本
人
と
対
象
児
童
の
も
の
）
ま

た
は
年
金
加
入
証
明
書

④
平
成
24
年
度
の
所
得
証
明
書

（
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
方
の
み
）

「児童手当制度」
が始まりました

　平成24年４月１日から、新
しい「児童手当制度」が始ま
りました。児童手当は中学校
卒業まで（15歳に達した年度
末まで）の児童を養育してい
る方に支給されます。支給時
期は毎年６月、10月、２月です。
手当額は次のとおりです。
①３歳未満（月額）
　　一律 15,000円
②３歳以上小学校卒業まで（月額）
　　第１子、２子 10,000円
　　第３子以降 15,000円
③中学生（月額）
　　一律 10,000円
※受給者の所得が一定額以上
の場合、特例給付として月額
一律5,000円を支給します。

代
百
合
子
（
神
奈
川
県
）
▼
生
田
育

男
（
和
歌
山
県
）
▼
小
野
直
人
（
山

梨
県
）
▼
小
野
文
子
（
山
梨
県
）
▼

辻
本
瞳
（
大
阪
府
）
▼
穂
積
キ
ミ
子

（
福
島
県
）
▼
吉
濱
有
紀
子
（
故　

熊
谷
秀
男
・
長
女
）（
東
京
都
）
▼

垂
柳
敦
志
（
東
京
都
）
▼
三
船
毅

（
愛
知
県
）
▼
菊
原
光
治
（
大
阪
府
）

▼
速
應
謙
太
郎
（
北
海
道
）
▼
速
應

榮
子
（
北
海
道
）
▼
智
光
院
（
愛
知

県
）
▼
山
口
靖
（
群
馬
県
）
▼
下
舘

博
人
（
東
京
都
）
▼
丹
野
綾
子
（
宮

城
県
）
▼
児
玉
純
一
（
埼
玉
県
）
▼

播
磨
志
保
（
東
京
都
）
▼
広
崎
俊
明

（
埼
玉
県
）
▼
奥
本
満
（
神
奈
川
県
）

▼
江
戸
京
子
（
元
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

館
長
）
▼
山
内
英
世
（
埼
玉
県
）
▼

城
野
口
有
吉
（
埼
玉
県
）

※
ほ
か
匿
名
希
望
29
人

　
「
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
）制
度
」

と
は
、
そ
の
市
区
町
村
へ
の
在
住

を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
寄
付
を

通
じ
て
ふ
る
さ
と
で
あ
る
久
慈
市

や
、
好
き
な
ま
ち
を
応
援
で
き
る

制
度
で
す
。

　

寄
付
金
額
か
ら
２
千
円
を
除
い

た
額
は
、
一
定
の
割
合
で
所
得
税

と
個
人
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
、

友
人
の
方
な
ど
へ
の
呼
び
掛
け
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
も
市
は
全
国
か
ら
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

寄
付
金
は
、
寄
付
者
の
希
望
に

沿
っ
て
各
種
事
業
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
久
慈
市
。
現
在
、
復
興

と
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
「
ふ
る
さ
と
久
慈
市
」
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
寄
付
者
（
敬
称
略
）
…
▼
市
川

貴
弘
（
埼
玉
県
）
▼
田
中
久
（
千

葉
県
）
▼
春
日
野
部
屋
（
親
方
、

力
士
な
ど
14
名
）（
東
京
都
）
▼

下
村
清
一
郎
（
埼
玉
県
）
▼
伊
藤

幹
翁
・
伊
藤
寿
和
子
（
東
京
都
）

▼
川
代
萌
々
花
（
北
海
道
）
▼
川

代
愛
実
（
青
森
県
）
▼
佐
藤
雅
一

（
東
京
都
）
▼
山
田
和
美
（
東
京

都
）
▼
伊
藤
あ
り
す
（
東
京
都
）

▼
篠
田
孝
（
東
京
都
）
▼
木
村
一

夫
（
東
京
都
）
▼
戸
田
千
和
（
山

形
県
）
▼
仁
科
義
英
（
山
形
県
）

▼
近
藤
環
（
愛
媛
県
）
▼
金
田
八

重
子
（
青
森
県
）
▼
清
水
将
夫

（
千
葉
県
）
▼
村
上
均
（
千
葉
県
）

▼
垂
柳
満
春
（
神
奈
川
県
）
▼
川

ま
ち
応
援
す
る
制
度

昨
年
度
の
寄
付
状
況

使途希望 充当した事業名 寄付金充当額 充当事業費

人材育成の推進 柔道タウン推進事業 16万８千円 230万円

産業の振興 中小企業被災資産修繕事業
補助金 1,009万3千円 1億円

福祉の充実 高齢者緊急通報体制支援事業 38万5千円 1,099万円
環境の保全 環境保全対策事業 12万5千円 215万円
地域活動の支援 快適生活環境確保対策事業 11万4千円 263万円
芸術文化の振興（※） 文化会館自主事業 120万円 3,628万円
震災復興（※） 現年発生補助災害復旧事業 63万9千円 3億3,594万円
久慈市に委任 災害対策事業 529万2千円 2,449万円

■寄付金を充当した事業と充当額　※充当事業費は１万円未満を四捨五入した額です

　震度５強の地震で大津
波警報が発表されたこと
を想定し、６月15日㈮６時
から、沿岸地域で津波避
難訓練を実施します。
　大津波が襲来した昨年
３月11日以降、地震が続
き、３月14日には津波注意
報が発表されました。
　油断は禁物。沿岸地域
にお住まいの皆さんは避
難先を再確認するために
も進んで参加しましょう。

訓練には緊急地震速報を活用。
サイレン吹鳴、避難指示広報
を防災行政無線で行います。

■半崎／半崎集会所
■閉伊口／へいのくち公民館
■鼻舘・住吉／若宮八幡宮・
　平山公民館
■大湊・駅前／大湊公葬地
■湊小前・新井田／総合福祉
　センター
■湊町・源道／金刀比羅神社
■下長内／下長内公民館
■元木沢／元プランドール
■玉の脇／旧久慈水産高校
■大尻／大尻地区漁村センター
■小袖／小袖地区漁村センター
■久喜／久喜保育園・公民館
※侍浜地区、二子地区、三崎地
区は避難指示訓練のみとします

問消防防災課☎52－2173

油断禁物  ぜひ参加を

避難訓練

津
波

6.15
AM6：00～

金

●寄付件数　　100件
●寄付金額　　1,801万6,000円

防災行政無線の整備
【災害対策事業】

　　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
を
展
開

す
る
た
め
に
、
市
内
の
65
歳
か
ら

80
歳
ま
で
の
方
の
う
ち
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
健
康
自
立
度
調
査介護予防教室の様子

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
で
は
、

心
身
の
危
険
度
を
虚
弱
、
運
動
機

能
低
下
、
低
栄
養
、
口
腔
機
能
低

下
、
閉
じ
こ
も
り
、
物
忘
れ
、
う

つ
傾
向
の
７
項
目
に
分
類
。
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
回
答
数
に

占
め
る
割
合
を
危
険
度
と
し
評

価
・
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
北
６
県
に
比
較
し
て
久
慈
市

は
す
べ
て
の
項
目
で
危
険
度
は
下

回
り
ま
し
た
が
、
運
動
機
能
や
口

腔
機
能
の
身
体
的
な
機
能
と
、
う

つ
や
物
忘
れ
の
危
険
度
が
比
較
的

高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
解
消
に
向
け
た

複
合
的
な
介
護
予
防
事
業
の
場
と

し
て
、
介
護
予
防
教
室
や
出
前
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　　送付数 3,753人　　
　　回答数 2,304人　　
　　回答率 61.4％　　

介護予防教室と出前講座に関す
るお問い合わせは、地域包括支援
センターまで

☎61－1557

高齢者の心身危険度

15　広報くじ№150

問子育て支援課☎52－2169

「児童手当現況届」は６月中に！CHILD

問地域包括支援センター☎61－1557

高齢者の健康自立調査を実施HEALTH

CONTRIBUTION ふるさと納税の寄付状況
問政策推進課☎52－2115

虚弱

うつ傾向

物忘れ

閉じこもり口腔機能低下

低栄養

運動機能
低下
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20

30

10

20

30

久慈市 東北６県平均

■
届
出
は
毎
年
必
要

効
果
的
介
護
予
防
を

４
項
目
で
や
や
高
め


